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質問

「災害に強い」とは？？
 災害が起きてもすぐに対応できること？
 災害の状況に柔軟に対応できること？
 災害にあっても被害を受けないこと？

→これらの観点を総合した概念が「強靭さ」
または「災害レジリエンス」
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災害レジリエンスとは

• 被害を最小化しつつ素早くダメージより回復させ、被災経験を
活かしてシステムを発展させる能力

• 社会が目指すべき方向性として広く認識されている

図 Disaster resilience of place model
【出典】S. L. Cutter, L. Barnes, M. Berry, C. Burton, E. Evans, E. Tate, J. Webb (2008) A place-based model for 
understanding community resilience to natural disasters, Global Environmental Change, vol.18, pp.598-606. 
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令和元年度災害廃棄物処理セミナー（近畿ブロック）
令和2年3月2日 新大阪丸ビル別館2-3号室

災害レジリエンスとは

災害を契機に
機能を発展させる

災害を契機に
機能を発展させる

廃棄物処理システムの目的を果たす

ダメージ（災害廃棄物・処理機能の低下）に適応・対応する

災害外力（ハザード）
の発生

廃棄物処理の機能低下を防ぐ処理が困難な質・量の廃棄物の発生を防ぐ

①建物・所有物の損壊

②公共インフラの損壊
⑥平時の収集・処
理・処分機能の低下

⑦災害時の収集・保
管・処理・処分機能

の確保

④災害廃棄物の発生

⑤市民による災害廃棄物・通常ゴミの排出

⑧平時・災害時のシステムによる災害廃棄物処理

⑩生活環境・公衆衛生状態の改善 ⑪復旧・復興の促進

③市民が被災

⑨平時・災害時のシステムによる通常ゴミの処理⑫教訓の
整理・反映

⑫教訓の
整理・反映

被害を最小化

市民の対応力を高める

計画的に災害廃棄物に対応する
脆弱性を克
服する

脆弱性を克
服する

資源を確保する

【Ⅴ 】－１－１２７ 4
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要素１：被害を最小化する

• 既設処理施設（ごみ処理施設等）が被害を受けると、生活ごみの処理
などに支障をきたす

• 処理しなければならないごみの量が多いほど状況は困難
• そもそも被害を受けないことが望ましい
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発災後も通常ごみの排出は続くうえ、避
難所等からも収集する必要がある

処理施設が被災して稼働できない場合、
処理先をすくさま確保する必要がある

（土砂災害などで）道路が寸断されれば
被災地での収集は困難

汲み取りし尿についても同様

処理施設の被災や道路網の寸
断により通常ごみの収集・処
理が困難になる

施設が被害を受けると…
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• 熊本地震の益城町では、CCが被災したことで通常ごみの処理が停滞
• 当面はピット、ストックヤードに貯留し、本震の9日後から広域処
理（県内自治体、産廃業者）が始まった

当面のごみを貯留できるか
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ハザードマップの確認

https://disaportal.gsi.go.jp/
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令和元年度災害廃棄物処理セミナー（近畿ブロック）
令和2年3月2日 新大阪丸ビル別館2-3号室

都市型防災拠点機能を備えた焼却処理施設の例

• 耐震設計：建築物の耐震基準は構造体II類（重要度係数1.25）、非構造部材は
耐震安全性「A類」、建築設備の基準は「甲類」

• インフラ対策：災害に強い都市ガスを活用したガスタービン発電設備を導入
• 浸水防止対策 ・プラットホーム（地下設置）の浸水防止（側溝、止水板の設置
等）、ガスタービン発電設備を建屋２階に設置

場所 東京都武蔵野市緑町3丁目1番5号地
内

敷地面積 1.7ha

発電能力 蒸気タービン：2650kW
ガスタービン：1500kW

処理能力 焼却施設：120t/日（60t/日×2炉）
粗大・不燃ごみ処理施設 10t/day

処理方式 全連続燃焼ストーカ式
出典：「将来の一般廃棄物焼却施設整備の在り方に関する調査検
討業務報告書」

武蔵野クリーンセンター
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要素２：資源を確保する

• 災害廃棄物処理には多様な資源が必要：施設（仮置場、処理施設、処
分場、他）、資機材（重機、車両、燃料、他）、人員、財源など

• 計画があっても資源がなければ実効性は低い
• 自ら保有していなければ、発災後に確保できるよう平時から準備して
おくことが重要
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仮置場候補地の事前選定
11
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仮置場候補地？
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仮置場候補地？
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仮置場候補地？
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令和元年度災害廃棄物処理セミナー（近畿ブロック）
令和2年3月2日 新大阪丸ビル別館2-3号室

出典：環境省中国四国地方環境事務所 (2017) 平成28年度大規模災害時における中国四国ブロックでの広域的な災害廃棄物
対策に関する調査検討業務報告書
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令和元年度災害廃棄物処理セミナー（近畿ブロック）
令和2年3月2日 新大阪丸ビル別館2-3号室

仮置場（候補地）の必要面積について

• 平時に算定する主旨：想定災害に伴い発生する災害廃棄物の仮置きに
必要な面積を把握し、リストアップする候補地の目安とする

• １年程度で全ての災害廃棄物を集め、３年程度で全ての処理を終える
ことを想定した計算式は以下の通り

参考：災害廃棄物対策指針技術資料【技18-2】

 面 積(m2)＝集積量(t)÷見かけ比重
（t/m3）÷ 積み上げ高さ(m)×（１
＋作業スペース割合）
集積量＝発生量－処理量
処理量＝発生量÷処理期間

 見かけ比重：可燃物0.4, 不燃物1.1
 積み上げ高さ ：5ｍ以下が望ましい
 作業スペース割合：0.8～１
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令和元年度災害廃棄物処理セミナー（近畿ブロック）
令和2年3月2日 新大阪丸ビル別館2-3号室

図の出典：災害廃棄物対策指針技術資料【技18-3】

作業員の確保（例）

• 産廃業者
• 建設業者
• 庁内人員
• 他自治体応援
（自治労応援も）

• 被災者雇用
• シルバー人材C
• 民間警備会社
• 地域住民*
• 消防団員*
• ボランティア*

*安全面で特段の配慮
が必要！

人員：仮置場作業員
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令和元年度災害廃棄物処理セミナー（近畿ブロック）
令和2年3月2日 新大阪丸ビル別館2-3号室

人員：事務処理などのマネジメント

指揮
調整

情報
作戦

庶務
財務

事案
処理

生活ごみ・し尿の収集（緊急対応）
片付け（散乱）ごみの収集

解体ごみの収集撤去
災害廃棄物の処理

（粗選別）
災害廃棄物の処理

（細選別・処理処分）

資源
管理 一次仮置場の設置 一次仮置場の管理

（二次仮置場の設置） （二次仮置場の管理）

施設の点検・補修
人員・車両・資機材の確保と管理（随時）

庁内予算の確保（専決・議決） 補助金の確保（補助申請、査定対応）
民間事業者（廃棄物業・建設業・解体業）への発注・契約・支払（随時）

被害状況の把握 発生量推計 処理フロー（実行計画）の策定・改定
対応状況・課題の整理（随時）

処理方針の検討・決定

広報・住民対応（随時）
役割分担 関係主体との連携（随時）

返却
（返却）
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令和元年度災害廃棄物処理セミナー（近畿ブロック）
令和2年3月2日 新大阪丸ビル別館2-3号室

車両：片づけごみの収集

• 初動期に市中に排出される片づけごみ（集積所、路上、勝手仮置場
等）の収集

• 収集対象物にあった車両の確保
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令和元年度災害廃棄物処理セミナー（近畿ブロック）
令和2年3月2日 新大阪丸ビル別館2-3号室

想定される処理・処分先
焼却処理 一廃処理施設（自前）、一廃処理施設（広域）、産廃処理施設、仮設炉
埋立処分 安定型最終処分場、管理型最終処分場
再資源化 セメント工場（原燃料）、製紙工場（燃料）、家電リサイクル法に従う

処理、金属くず売却、木くずリサイクル業者・発電事業者（チップ化、
ボード化、バイオマス燃料）、埋立事業、公共工事資材

その他 持ち主に返却（思い出の品、廃自動車）、協会や専門業者に処理委託
（消火器など）
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令和元年度災害廃棄物処理セミナー（近畿ブロック）
令和2年3月2日 新大阪丸ビル別館2-3号室

協定締結による資源確保の準備

自治体間の相互応援協定
• 災害対応に係る包括的協定（e.g. 21大都市災害時相互応援に関する協定）

• 災害廃棄物処理に係る協定（e.g. 九州・山口９県における災害廃棄物処理等に係る相互

支援協定、三重県災害等廃棄物処理応援協定）
 技術的助言、施設・物資の提供、人員の派遣を含む

民間団体との協定
• 産業資源循環協会（e.g.地震等大規模災害時における災害廃棄物処理等の協力に関する協

定【大阪府】）

• 清掃事業協議会（e.g.災害時における廃棄物の収集運搬の支援に関する協定【熊本県】）

• 環境事業連合団体（e.g. 災害時におけるし尿及び浄化槽汚泥の収集運搬等の支援に関す

る協定)

• 建設業協会、解体業協会（e.g. 災害時における応急措置の協力に関する協定【仙台

市】）

「仮置場の運営管理」は？管理業務は？
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令和元年度災害廃棄物処理セミナー（近畿ブロック）
令和2年3月2日 新大阪丸ビル別館2-3号室

• 自衛隊による撤去の支援については政府で整理中

環境省・D.Waste-Netによる支援
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令和元年度災害廃棄物処理セミナー（近畿ブロック）
令和2年3月2日 新大阪丸ビル別館2-3号室

財源の確保

災害等廃棄物処理事業費補助金の活用が基本
• 補助裏への交付税措置を含めば事業費の9割
以上が国庫で負担される

• 事業に費含まれるもの、含まれないものの
理解が重要（e.g. 解体費は？実行計画策定
の委託費は？）

申請の留意点
• 災害報告書（＋事業費算出根拠資料、実地
調査用参考資料）を作成し、査定（実地）
を受ける

• 初動から写真等で記録をとる必要があり、
平時から大枠の理解が必要

参考・図の出典： 環境省関東地方環境事務所・常総市（2017）平成
２７年９月関東・東北豪雨により発生した災害廃棄物処理の記録
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令和元年度災害廃棄物処理セミナー（近畿ブロック）
令和2年3月2日 新大阪丸ビル別館2-3号室

要素３：対応の体制・手順を整える

• 業務の全体像、特に初動対応はあらかじめ想定がないと混乱する
• 災害廃棄物処理事業は長期にわたり、業務内容と関係者が多様である
• 刻々と災害状況、災害対応状況、災害廃棄物の性状・態様が変化する
• 典型的な業務について実施内容手順をあらかじめ想定するとともに、
臨機応変な対応を行うための状況分析ができることが求められる
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令和元年度災害廃棄物処理セミナー（近畿ブロック）
令和2年3月2日 新大阪丸ビル別館2-3号室

災害廃棄物処理業務の全体像

収集（片づけごみ） 収集（解体ごみ）

保管（仮置場） 処理処分

全体管理

災害廃棄物処理業務 ①現場での作業
②作業を進めるための資
源（人員、資機材、
他）の確保・管理

③資源を調達するための
契約や関連する発注・
清算事務

④進捗や必要な資源につ
いて情報整理

⑤各種調整や課題への対
応指示
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令和元年度災害廃棄物処理セミナー（近畿ブロック）
令和2年3月2日 新大阪丸ビル別館2-3号室

写真の出典：「熊本市の震災対応～被災家屋解体、災害廃棄物の処理～」 （熊本市役所環境局資源循環部震災廃棄物対策課）

• 自然災害に直接起因して発生する廃棄物のうち、
生活環境保全上の支障へ対処するため、市区町村
等がその処理を実施するもの

• 産業廃棄物に近い性状
• 数年間のプロジェクト

災害廃棄物処理

• 災害等廃棄物処理事業費補助金の補助
• 腐敗性の生ごみや公衆衛生の課題となるし尿は特
に早期に収集・処理する必要がる

生活ごみ・避難所ごみ・し尿

体制構築

災害廃棄物の専従体制

平常業務の体制
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令和元年度災害廃棄物処理セミナー（近畿ブロック）
令和2年3月2日 新大阪丸ビル別館2-3号室
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一次仮置
場設置

県に事務
委託決定

公費解体
開始

公費解体
受付終了

一次仮置場
現状復旧

補助金
交付申請

公費解体
終了

3人

5人

14人（最大）

9人

7人
仮置場管理
の委託事務

災害廃棄物処理の専従体制
熊本地震における益城町における災害廃棄物処理の専従人員体制の推移
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令和元年度災害廃棄物処理セミナー（近畿ブロック）
令和2年3月2日 新大阪丸ビル別館2-3号室

全庁的な体制構築

道路管理者や農政部局との調整
– 道路障害物は誰が運搬？誰が処理？仮置場は？農地に残された廃棄物は？

土木部局との調整
– 流木は誰が運搬？誰が処理？廃棄物と土砂と流木が混然一体となった場合は？

防災部局との調整
– 庁内人員、他自治体応援職員の差配は？

広報部局との調整
– 災害時の広報発出の段取りは？

社会福祉部局との調整
– ボランティアに依頼できる仕事は？ボランティアへの周知方法は？

土地管理者との調整
– 仮置場として活用可能？期間は？
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令和元年度災害廃棄物処理セミナー（近畿ブロック）
令和2年3月2日 新大阪丸ビル別館2-3号室

すぐに仮置場を設置する必要があるが…
• どこに開設するべきか分からない
• 適地が見つからない
• 分別・配置が決まっていない

場所と配置だけ決めて開設したが…
• 重機がないので平積みしかできない
• 人員が未配置で分別状態が悪化
• 廃棄物担当課の職員が全員で仮置場

に出てしまい、処理業務が進まない
• 降雨でぬかるみ車両が通行できない
• 搬入待ち車両が交通に使用をきたす
• 容量が足りるか判断できない

仮置場が即座に設置できない、ま
たは、準備が整う前に開設する

一次仮置場の設置・運営の手順
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令和元年度災害廃棄物処理セミナー（近畿ブロック）
令和2年3月2日 新大阪丸ビル別館2-3号室

仮置場の開設

• 仮置場の立地選定：候補地の現地確認、被災地に近くある程度
長期間使えるなどの好条件の土地を選定

• 分別区分（＋搬入禁止物）とレイアウトの設定
• 周辺への説明
• 人員配置の検討、人員確保への着手
• 産資協会等への連絡（仮置場管理の協力依頼）
• 広報の検討と発出
• 現地必要機材の手配と整備（分別区分板、分別案内版、鉄板/砕
石、フェンス等）

• 原状の記録（写真撮影、土壌のサンプリング
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令和元年度災害廃棄物処理セミナー（近畿ブロック）
令和2年3月2日 新大阪丸ビル別館2-3号室

仮置場の運営管理

混廃化を防ぐ
• 分別指導、荷下し補助
• 重機によるかきあげ

混廃の山への対応
• 搬入を停止
• 緊急処理して仕切り直し

搬入の混乱（渋滞）を防ぐ・緩和する
• 搬入経路の確認：幹線道路への影響を回避する（警察との連携）
• 搬入道路に交通誘導員、入り口付近に誘導員を配置
• 場内滞留時間を減らす（入口管理の円滑化、荷下し補助の強化→そのため
の人員の配置）
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令和元年度災害廃棄物処理セミナー（近畿ブロック）
令和2年3月2日 新大阪丸ビル別館2-3号室

仮置場の運営管理

二次被害が出ないように
• 洪水等の自然災害リスクが低い場所を選定
• 場内安全指導の徹底（ヘルメット、マスク、安全靴の着用など）
• 爆発物、劇物、危険物の混入を防ぐ

公衆衛生悪化、環境汚染への対策
• 悪臭、害虫→消毒、ペストコントロール
• 粉じん対策→散水
• 有害物→フレコン等に入れ、隔離
• アスベストの環境モニタリング

有価物の盗難防止
• 警備、夜間施錠
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令和元年度災害廃棄物処理セミナー（近畿ブロック）
令和2年3月2日 新大阪丸ビル別館2-3号室

広報
基本方針

• 周知/案内不足による排出の混乱を防ぐ
• 必要な情報を、複数の手段で伝える（災対本部と調整の上）

広報の内容
• ごみを出せる場所、日時（災害廃棄物と生活ごみの両者について）
• 持ち込める/持ち込んではいけないもの（例：生活ごみ、便乗ごみ）
• 分別搬入の必要性と分別方法

7月26日（木） 7月27日（金）
受入 時間 分別 受入 時間 分別

A環境センター ○ 10:00~16:30 8分別 ○ 10:00~16:30 8分別
Bグラウンド × ー ー ○ 13:00~16:30 8分別
C駐車場 × ー ー × ー ー
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令和元年度災害廃棄物処理セミナー（近畿ブロック）
令和2年3月2日 新大阪丸ビル別館2-3号室

【n =308】
出典：森嶋順子、多島良、高田光康（2019）災害廃棄物の排出に関する広報と住民の認知について―平成30年7月豪雨
被災者アンケートから―.日本災害情報学会第21回学会大会予稿集, 206-207.

災害廃棄物の出し方について市が出していた案内を
どのような手段で受け取ったか
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令和元年度災害廃棄物処理セミナー（近畿ブロック）
令和2年3月2日 新大阪丸ビル別館2-3号室

公費解体

• どの範囲で公費解体を行
うかを判断する

• 公費解体の体制を整える
• 自費解体を行った住民へ
の償還金支払いも

図の出典：益城町（2018）平成28年熊本地震に
よる益城町災害廃棄物処理事業記録
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令和元年度災害廃棄物処理セミナー（近畿ブロック）
令和2年3月2日 新大阪丸ビル別館2-3号室

災害廃棄物処理実行計画の策定

実行計画の策定の趣旨
• 全体像の整理
• 戦略的な対応（の説明）
• 安心情報

主な項目
• 災害、被害の状況
• 処理期間、処理体制
• 発生量推計値（組成別）
• 処理の基本方針（リサイクルの推進、
市内処理施設の優先活用など）

• 仮置場の開設・運用状況
• 処理フロー
• 処理スケジュール

災害査定で説明する項目
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令和元年度災害廃棄物処理セミナー（近畿ブロック）
令和2年3月2日 新大阪丸ビル別館2-3号室

発生量推計について

• 発災後の進捗管理には発生量等の把握が必要
• 発災後に行う推計の手法を整理しておく
 平時、発災直後は、被害棟数×原単位で推計
 発災後、仮置場における片づけごみの受け入れにめどが立った段階では、片
づけごみ→測量、解体ごみ→解体棟数×原単位により推計
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令和元年度災害廃棄物処理セミナー（近畿ブロック）
令和2年3月2日 新大阪丸ビル別館2-3号室

要素４：市民の対応力を高める

• 災害廃棄物処理における市民の関わり：排出者として（災害
弱者も含まれる）＋支援者として（ボランティア）

• 平時からの災害廃棄物処理に関する理解醸成とルールの周知
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令和元年度災害廃棄物処理セミナー（近畿ブロック）
令和2年3月2日 新大阪丸ビル別館2-3号室

平時から理解を醸成することの重要性

災害時には分別協力の意向が平常時よりも下がる
• 「分別に協力してください」←そんな状況ではない
• 「仮置場までもってきてください」←時間がかかって嫌だ

図 西日本豪雨のある被災地における分別排出・適正排出に係る意識調査
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令和元年度災害廃棄物処理セミナー（近畿ブロック）
令和2年3月2日 新大阪丸ビル別館2-3号室

平時における普及啓発の例①広報誌

浜松市G.Gつうしん
• 清掃事業に関する情報誌
（月刊）の中で災害時の
ごみ出し方法を特集

3日以内に収集を再開
優先して取集するもの
片づけごみ、がれき類は
分別して一次仮置場へ持
ち込み
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令和元年度災害廃棄物処理セミナー（近畿ブロック）
令和2年3月2日 新大阪丸ビル別館2-3号室

平時における普及啓発の例②ごみカレンダー

（上）熊本県西原村の例。仮
置場想定地と分別方法を案内。
（左）大分県臼杵市の例。災
害時の排出方法に加え、排出
抑制にも言及
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令和元年度災害廃棄物処理セミナー（近畿ブロック）
令和2年3月2日 新大阪丸ビル別館2-3号室

平時における普及啓発の例③市民ワークショップ

スライド出典：森朋子、多島良、中山育美（2020）災害廃棄物に対する市民の理解醸成に向けた手法の検討
～川崎市における市民向けワークショップをもとに～、第41回全国都市清掃研究・事例発表会発表スライド
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令和元年度災害廃棄物処理セミナー（近畿ブロック）
令和2年3月2日 新大阪丸ビル別館2-3号室

平時における普及啓発の例③市民ワークショップ

スライド出典：森朋子、多島良、中山育美（2020）災害廃棄物に対する市民の理解醸成に向けた手法の検討
～川崎市における市民向けワークショップをもとに～、第41回全国都市清掃研究・事例発表会発表スライド
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令和元年度災害廃棄物処理セミナー（近畿ブロック）
令和2年3月2日 新大阪丸ビル別館2-3号室

出典：1) 鈴木慎也，高田光康，沼田大輔，多島良，立藤綾子，松藤康司（2017）高齢世帯における「退蔵
物」の実態に関する研究.廃棄物資源循環学会誌，Vol.28, No.3, pp.200-209,

退蔵物の整理→片づけごみ量の減少？
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令和元年度災害廃棄物処理セミナー（近畿ブロック）
令和2年3月2日 新大阪丸ビル別館2-3号室

要素５：脆弱性を克服する

• 弱点を克服するための取組（計画の策定・見直し、人材育成など）と、
そのための環境づくり（災害廃棄物の主流化）

• 被災（復旧）後の検証、教訓の抽出
• 人事異動をふまえた組織としての対応力の定着
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令和元年度災害廃棄物処理セミナー（近畿ブロック）
令和2年3月2日 新大阪丸ビル別館2-3号室

出典：1) 夏目吉行，岡野祥平（2020）国内の災害廃棄物処理計画策定状況の分析. 第41回全国都市清掃研
究・事例発表会講演論文集, 383-385.

図 都道府県別の災害廃棄物処理
計画策定率（2018年度末予定）1)

処理計画の策定と見直し

災害廃棄物処理計画を策定する
• 初動で迷わない、ぶれない（e.g. 広報、
体制）

• 策定を通した庁内連携の深化
• 策定を通した情報整理（e.g. 仮置場候
補地、協定、処理施設、補助金）

• 計画がないと残らない

策定後は継続的に見直す
• 研修を通して改善点を見出す→実効性を
高める
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令和元年度災害廃棄物処理セミナー（近畿ブロック）
令和2年3月2日 新大阪丸ビル別館2-3号室

• 「平成28年熊本地震における災害廃棄物処理の記録」
（熊本県）

• 「平成28年熊本地震による益城町災害廃棄物処理事業
記録（益城町）

• 「平成27年9月関東・東北豪雨により発生した災害廃棄
物処理の記録（関東地方環境事務所・常総市）

• 平成26年８月豪雨に伴う広島市災害廃棄物処理の記録
集（中国四国地方環境事務所・広島市）

• 大島町災害廃棄物処理事業記録（大島町、東京都）
• 東日本大震災により発生した被災３県における災害廃棄
物等の処理の記録（東北地方環境事務所）

• 東日本大震災津波により発生した災害廃棄物の岩手県に
おける処理の記録（岩手県）

• 東日本大震災に係る災害廃棄物処理業務総括検討報告書
（宮城県）

• 東日本大震災における震災廃棄物処理の記録（仙台市）

自治体・環境省の記録誌

• 災害廃棄物対策指針（本編、技術資料）
※随時更新中

• 災害時における石綿飛散防止に係る取扱いマ
ニュアル（改訂版）

• 災害関係業務事務処理マニュアル（自治体事務
担当者用）

• 市町村向け災害廃棄物処理行政事務の手引き-
災害発生時の廃棄物関連事務を徹底解説-【環
境省東北地方環境事務所】

各種マニュアル・指針

参考情報・資料へのアクセス

• 災害廃棄物対策情報サイト（環境省）
• 災害廃棄物情報プラットフォーム（国立環境研

究所）

ウェブサイト
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令和元年度災害廃棄物処理セミナー（近畿ブロック）
令和2年3月2日 新大阪丸ビル別館2-3号室
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令和元年度災害廃棄物処理セミナー（近畿ブロック）
令和2年3月2日 新大阪丸ビル別館2-3号室

37%

15%

23%

15%

5% 0%5%
座学のみ
ＷＳのみ
座学+ＷＳ
対応型図上演習のみ
座学＋対応型図上演習
実動訓練
その他

図 研修の手法（H30都道府県、n=35)

35
16

9
51

1
0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

都道府県n=45
政令市n=67

予定あり 予定なし 無回答

図 災害廃棄物に係る研修の実施状況（H30年度）

人材育成研修

• 都道府県において実施率が
高まっている

• 一部の市でも自前の研修が
実施され始めた

• 研修の手法、トピックスが
多様化している
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令和元年度災害廃棄物処理セミナー（近畿ブロック）
令和2年3月2日 新大阪丸ビル別館2-3号室

研修の手法

座学
• 被災者の体験談
• 専門家の講義、他

参加型研修
• ワークショップ
• 討議型の机上演習
• 状況付与型の図上演習、他

実動訓練
• 一次仮置場の実働訓練
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令和元年度災害廃棄物処理セミナー（近畿ブロック）
令和2年3月2日 新大阪丸ビル別館2-3号室

図上演習

• 模擬的な災害状況に身を置き、その中で発生する様々な課題に机上で対応する演
習→対応型図上演習

• 災害状況を付与して机上で討論する→討議型図上演習（机上演習）
• 災害イメージの醸成、情報処理能力の醸成、計画の見直しに向けた気づきを得る

コントローラー
（研修事務局）

プレイヤー
（研修参加者）

状況付与
（課題）対応・

問い合わせ

震度○○の地震が
××で発生しました
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令和元年度災害廃棄物処理セミナー（近畿ブロック）
令和2年3月2日 新大阪丸ビル別館2-3号室

対応型図上演習の作業イメージ

発信元 問い合わせ先
A市 市民A A市災害廃棄物担当

発信日時： ＠月＠日（＠） ＠＠時＠＠分

内容：
自分の家の前に大量の災害

ごみが置かれてしまった。す
ぐに回収してほしい。

具体的にどこ
に何が置かれ
ているのか、
確認が必要

発信元 問い合わせ先

A市災害廃棄物担当 A市 市民A

発信日時： ＠月＠日（＠） ＠＠時＠＠分

内容：
可能な限り早く対応します。

ごみが置かれてしまっている
場所と、凡そのごみの内容・
量を教えてください。

1回目のやり取り
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令和元年度災害廃棄物処理セミナー（近畿ブロック）
令和2年3月2日 新大阪丸ビル別館2-3号室

対応型図上演習の作業イメージ

発信元 問い合わせ先
A市 市民A A市災害廃棄物担当

発信日時： ＠月＠日（＠） ＠＠時＠＠分
内容：

場所は、××です。燃やせ
るごみの袋が40袋くらいあ
ります。箪笥などの粗大ゴ
ミも20個くらいあります。

これだけの量であ
れば収集委託事業
者にお願いできる

と思う。

発信元 問い合わせ先
A市災害廃棄物担当 ○△清掃社

発信日時： ＠月＠日（＠） ＠＠時＠＠分
内容：

××に燃やせるごみの袋が
40袋程度、粗大ごみ20点程
度が残置されている。本日
中に収集可能か。

２回目のやり取り

ごみ出し方法の広
報が十分ではない
可能性にも気付い
てほしい。別の市
民から、同じよう
な問い合わせを発
信しよう。
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令和元年度災害廃棄物処理セミナー（近畿ブロック）
令和2年3月2日 新大阪丸ビル別館2-3号室

県が主催する災害廃棄物研修の例

愛知県災害廃棄物対策研修（H30）
• 座学、WS、図上演習の組合せ
• 市町村等職員（有志）も研修設計に協力
• 地域ごとに演習を開催
• 演習後の振り返りを充実させる

災害廃棄物研修会 座学とWSで知識・考え方を習得 必修

シナリオ作成研修（全2回） WSで図上演習のシナリオを作成 任意

図上演習＠3地域 図上演習により模擬災害対応 必修

図上演習検証研修 研修プログラム全体の振り返り・反省 任意
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令和元年度災害廃棄物処理セミナー（近畿ブロック）
令和2年3月2日 新大阪丸ビル別館2-3号室

研修を実施する前に

研修対象の現状を理解する
• 参加者の分析：災害廃棄物処理における役割、災害廃棄物処理への意欲・知識
の程度、災害廃棄物処理の経験

• 処理計画の有無（処理計画策定率）

研修の目的を定める
• まずは災害廃棄物処理への意識を高める

• 基礎的な知識をまとめてインプットする

• 処理計画を見直す、他

研修の目的に沿った研修方法を
• 座学やワークショップよりも図上演習が「良い」研修手法ということはない
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令和元年度災害廃棄物処理セミナー（近畿ブロック）
令和2年3月2日 新大阪丸ビル別館2-3号室

研修で終わらせない工夫

図の出典：Kirkpatrick J. D. and Kirkpatrick W. K. (2016) Kirkpatrick’s four levels of  training evaluation, ATD 
press, p.11

態度・知識・スキルの学習と行動変容の間
に大きな隔たり→研修で学んだことが災害

廃棄物対策に活かされない



58

令和元年度災害廃棄物処理セミナー（近畿ブロック）
令和2年3月2日 新大阪丸ビル別館2-3号室

異動への対応例

和歌山県「災害廃棄物処理支援要員制度」
• 大規模災害が発生した際に、県職員を市町村に派遣する制度

• 支援要員は、廃棄物行政経験年数、災害派遣経験者等の基準により知事が任命

• 職員が廃棄物部局以外に異動した場合でも、災害発生時には引き続き支援要員
となりうる（一部のケースを除く）
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まとめ

被害を最小化する

資源を確保する

対応の体制・手順を整える

市民の対応力を高める

脆弱性を克服する

• 体制と典型業務を具体化した
処理計画の策定

• 研修や支援を通した意識・知
識の醸成・蓄積と計画見直し

• 平時の広報や対話を通じた理
解の醸成

• ごみ処理基本計画等で位置付
け長期的目線で対応

• 仮置場候補地リスト、各種協
定の締結と確認

災害に強い廃棄物処理システム
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